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研究成果の概要（和文）：「触って観る」カラー版立体アート及びパネル60点制作。そのうち14点については立体アー
トの原画として制作指導。アート画像情報の説明文及び点字翻訳の作成。カラー版立体解剖図の作成・調査（色が識別
できる軽度の視覚障害者向けに作成）。二科茨城支部展、茨城県立盲学校、チャレンジアートフェスティバルinつくば
等で展示。芸術工学会、日本ロービジョン学会、視覚障害リハビリテーション研究発表大会で発表、論文掲載。二科展
（入選等）、二科茨城支部展（県知事賞等）で受賞。「『触って観る』アートプロジェクトの歩みPartⅡ」を出版。

研究成果の概要（英文）：Three-dimensional art for color that "Touch and Perceive " and panel 60 points 
production. It is instructed production as the original picture of the three-dimensional art about 14 
points of those. Making of explanation of the art image information and Braille translation. Making, the 
investigation into three-dimensional anatomical chart for color (We make it for a slight sight person 
with a disability whom a color can distinguish). We display it in two department Ibaraki Branch 
exhibition, Ibaraki Prefectural blind school, challenge art festival in Tsukuba. We place announcement, 
an article in the art Japan Federation of Engineering Societies, a Japanese low vision society, a visual 
impairment rehabilitation presentation of the results of the study meeting. We win it by a two department 
exhibition (is selected), a two department Ibaraki Branch exhibition (prefectural governor Prize). We 
publish ""Touch and Perceive"Art The Progress of the Project PartⅡ".

研究分野： 広告クリエイティブ　視覚伝達デザイン

キーワード： 触図　立体アート　触覚伝達デザイン　視覚障害　ユニバーサルアート　ユニバーサルデザイン　美術
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究は、本学・筑波技術大学の聴覚に障
害のある学生が作成したアートを、本学の視
覚に障害のある学生にも鑑賞できるように
したいとの思いが発端である。聴覚に障害の
あるデザイン学科（現 総合デザイン学科）
の学生の作品が、二科展デザイン部で 3 名の
入選者を出した 2002 年に、「カプセルペーパ
ー」を使って、初めて「触って観る」ポスタ
ー（モノクロ版）の試作品を作成した。以後、
「触って観る」アートは、二科展等の展覧会、
盲学校、イベント会場、学会等で展示された。
その間、「色についても知りたい」との要望
が多かったので、2012 年に本邦で初めて「カ
プセルペーパ」によるカラー版「触って観る」
アートの試作に成功した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、2007 年度～2008 年度にかけて
実施した萌芽研究（課題番号 19653119）及
び本学より措置された研究費等による知見
をもとに、視覚に障害（全盲、視野狭窄、色
覚障害、弱視等）のある人にとって、さらに
理解・鑑賞しやすい「手で触って観る」アー
トの研究開発を行う。そのために、本研究で
は、１）立体コピーのさらなる精度の向上、
２）アート（芸術）作品の視覚情報を触覚情
報に翻案する際の基準、３）支援情報として
の言語（文字）情報とその音声情報化、４）
色彩情報提供のためのカラー版立体コピー
の実用化についての研究を進める。上記の成
果・知見に基づき、視覚に障害のある人の絵
画等の美術作品鑑賞がさらに充実するよう
支援する。さらに、「手で触って観る」アー
トは、一般の健常者にとっても新しい鑑賞領
域であり、誰もが鑑賞できるユニバーサルア
ートとしての普及活動の支援も行う。 
 
３．研究の方法 
［1］立体コピーの原画にあたるアートの制
作。本学の聴覚に障害のある学生（総合デザ
イン学科）の二科展等応募の作品（Ｂ1 サイ
ズ及びＢ2サイズ）の制作指導を行う。 
［2］立体コピーの作成及び「触って観る」
アートパネルの制作。上記［1］で制作した
アート作品及び二科展受賞作品を立体化し、
「触って観る」アートパネルを制作する。 
［3］視覚情報取得の為の支援情報の作成。
視覚情報の文字情報化、文字情報の点字翻訳。 
［4］視覚に障害のある人が絵画等の情報を
取得する際の調査。１）解像能力についての
調査：触覚で判別可能な形や文字（点字では
ない）の大きさ、形の複雑さについての調査。
２）カラー触図のわかりやすさについての調
査。３）芸術（アート）作品の視覚情報を触
覚情報に翻案する際の基準についての調査。
絵画等の画像情報（オリジナル）をカプセル
ペーパーで立体化する際には、触って理解し
やすくする為、オリジナルを簡略化するなど
の修正作業が伴う（修正に関しては事前に作

者の了解を得る）。調査方法としては、本学・
筑波技術大学の在学生、茨城県立盲学校の生
徒、二科茨城支部展「触って観る」アート展
示コーナー来場者、東京都文京区＜文京シビ
ックセンター＞「障害者週間記念 ふれあい
の集い」来場者等にアンケート調査や聞き取
り調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
［1］立体コピーの原画（学生のアート作品）
にあたるアートの制作は、合計 14 点。 

 
学生のアート作品例 

 
 
［2］立体コピー（触図）の作成及び「触っ
て観る」アートパネルの制作は、それぞれ 60
枚。 

 
立体コピー（触図）例 

 

 
「触って観る」アートパネル例 

 
 



［3］視覚情報取得の為の支援情報の作成。
視覚情報の文字情報化、60 件。文字情報の点
字翻訳、60 件。 
 
［4］視覚に障害のある人が絵画等の情報を
取得する際の調査。 
１）解像能力についての調査：触覚で判別可
能な形や文字（点字ではない）の大きさ、形
の複雑さについて調査。 
・全盲の人にとって、マークのようなきちっ

とした形なら手で触ってわかる。 
・複雑な絵の場合は触るだけで理解するのは

難しく、説明があって何となくわかる。 
・絵によっては立体コピーより、レリーフ状

の方が、わかりやすいかもしれない。 
・説明は、絵の内容や位置関係を知らせて欲

しい。 
・文字を点字でなく触って読むことはまずな

い（茨城県立盲学校の場合）ので、大きさ
に関わらず、わかりにくい。 

 
２）カラー触図のわかりやすさについての調
査。様々な視覚障害に対応する触図としての
カラー触図の効用を調査した結果。 
・色がついているので、とてもわかりやすく

なった（弱視の人）。 
・色がついているので、絵の鑑賞が楽しくな

った（弱視の人）。 
・色がついているので、絵の説明がしやすく

なった（絵の説明の支援者）。 
・モノクロ版解剖触図とカラー版解剖図を比

較調査した結果、カラー版解剖図の方がわ
かりやすいとの評価が出た。 

・パステルカラーの識別は難しく、彩度の高
い色が好まれる。使用する色の種類は多く
ない方が好まれる。 

・色覚異常に対する配慮として、赤色はオレ
ンジに色に修正。類似した色を隣接して使
用しないことが重要。網かけは密度を高く
すると、下地の色が見えにくくなるので、
色相との組み合わせを考慮する必要があ
る。 

・カラー版触図にドットパターンやストライ
プパターンを活用（解剖図及び絵画等）し
た結果、理解が深まるとの評価を得た。 

・下地がオレンジ色、青色の場合とも、ドッ
トの密度が 30％であるときに、最も下地色
の色が識別でき、かつドットが見やすいこ
とがわかった。 

 

 
カラー版解剖触図例 

３）芸術（アート）作品の視覚情報を触覚情
報に翻案する際の基準についての調査。基準
としては、「絵をできるだけ客観的に記述す
る」をモットーにしてきたが、それに対して、 
 
・作者の思いや制作意図なども併記して欲し

い。 
 
との要望があるので、アート（芸術）の説明
に関しては、今後、客観的説明に加えて情緒
的説明も重要であると認識している。 
 
［5］「触って観る」アートコーナーでの展示。 
「触って観る」アートの理解・普及へ貢献。 
・第 51 回二科茨城支部展「触って観る」特
設アートコーナー（2013年5月15日～20日）。 
茨城県水戸市・県民文化センターで開催。絵
画、写真、デザインの作品が立体化され、触
る彫刻も展示。特に、カラー版「触るアート」
が初登場。会場には、視覚に障害のある方、
橋本昌茨城県知事、村上芳則本学学長も来場。 
・茨城県立盲学校で「触って観る」アートコ
ーナー（2013 年 21 日～27 日）を特設。上記
「第 51 回二科茨城支部展『触って観る』特
設アートコーナー」で展示したものと同等の
ものを展示。 
・科学体験キャンプ（2013 年 9 月 21 日～22
日 福島県いわき海浜自然の家で開催）で、
「さわってみるアートの体験」教室で、原発
事故の為に外で遊べなくなった福島の小中
学生たちが「わたしの夢」等をテーマに絵を
描き、それを触図化した。 
・障害者週間記念 ふれあいの集い＜文京シ
ビックセンター＞で「触って観る」ポスター
を展示（2013 年 12 月 7日～9日）。 
・第 12 回チャレンジアートフェスティバル 
in つくば（2014 年 2月 25 日～3月 2日） で、
「触るアート」を展示。また、「さわってみ
るアート」ワークショップを開催。 
・第 52 回二科茨城支部展「触って観る」特
設アートコーナー（2014年5月16日～21日）。 
茨城県水戸市・県民文化センターで開催。絵
画・写真・デザインのカラー版立体コピー、
及び実際に手で「触って鑑賞」できる彫刻作
品が展示。これまでも「触って観る」アート
に理解と関心を示された橋本昌茨城県知事、
本学の村上芳則学長をはじめとして多くの
人々が来場した。田中 良 二科会理事長、二
科会会員の皆様と交流を深めた。 

 
「触って観る」特設アートコーナー 

 



 
「触って観る」特設アートコーナー 

 
・茨城県立盲学校で「触って観る」アートコ
ーナー（2014 年 5 月 22 日～28 日）を特設。
上記「第 52回二科茨城支部展『触って観る』
特設アートコーナー」で展示したものと同等
のものを展示。 
・科学体験キャンプ（2014 年 9 月 13 日～14
日 福島県いわき海浜自然の家で開催）で、
「さわってみるアートの体験」教室で、原発
事故の為に外で遊べなくなった福島の小中
学生たちがポストカードデザイン等の作品
を作り、それを触図化した。 
・障害者週間記念 ふれあいの集い＜文京シ
ビックセンター＞で「触って観る」ポスター
を展示（2014 年 12 月 6日～8日）。 
・第 53 回二科茨城支部展「触って観る」特
設アートコーナー（2014年5月22日～27日）。 
茨城県水戸市・県民文化センターで開催。絵
画・写真・デザインのカラー版立体コピー、
及び実際に手で「触って鑑賞」できる彫刻作
品が展示。会場では、視覚に障害のある方を
はじめとして、多くの来場者に、実際に手で
触って鑑賞していただいた。 
・茨城県立盲学校で「触って観る」アートコ
ーナー（2015 年 5 月 28 日～6 月 3 日）を特
設。上記「第 53 回二科茨城支部展『触って
観る』特設アートコーナー」で展示したもの
と同等のものを展示。 
・障害者週間記念 ふれあいの集い＜文京シ
ビックセンター＞で「触って観る」ポスター
を展示（2015 年 12 月 5日～7日）。 
 
［6］二科展、二科茨城支部展で受賞。 
・二科展デザイン部 入選（2点）、準入選（8
点）。 
・二科茨城支部展デザインの部 茨城県知事
賞（1点）、県議会議長賞（1点）、入選（5点）、
新人賞（1点） 
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（東京都千代田区一ツ橋） 
・市川あゆみ,加藤一夫,安田輝男,安田孝子,
飯塚潤一 「カラー版触図におけるストライ
プパターンの網かけ密度と下地色の評価」 ,
第 16 回日本ロービジョン学会学術総
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